謹啓　新緑の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
さて、承りますればこの度、春の叙勲において○○褒章を受賞なされましたこと、まことにおめでとうございます。こころからお祝い申し上げます。
○○様のこれまでの実績、社会への貢献を考えますれば、今回の受賞はむしろ当然かと思われます。
いずれ有志の参集を得て、受賞祝賀会を催したく思っております。その前に、まずは、取り敢えず書中をもってお喜び申し上げます。
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